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世
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土
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仰
と

破
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玄
通
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の

流
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は

じ
め

に

　
中
世
の

仏
教
信
仰
に

お
い

て
、

誦
す
れ

ば
堕
地

獄
の

苦
を
免
れ

る

と

信
じ
ら

れ
た

「

破
地
獄

文
」

に

は

『

華
厳
経
』

の

「

唯

心

偈
」

や

『

法

華
経
』

の

「

自
我
偈
」

な

ど

様
々

な

も
の

が

あ
る

が
、

法
然
門

流

で

は

『

大

無
量
寿
経
』

の

「

往
覲
偈
（

東
方
偈
）

」

の

「

其
仏

本

願
力

　
聞
名

欲
往
生

　
皆
悉

到
彼

国

　
自

致
不

退

転
」

（
『

浄
土

真
宗
聖

典
全
書
』

［

以

下

『

浄
真
全
』

］

一
、

四

六

頁）

の

文
に

破
地
獄
の

功
徳
が

あ
る

と

い

う

信
仰
が

あ
っ

た
。

法
然
門
流
に

お
い

て

こ

の

文
が
「

破
地

獄
文
」

で

あ

る

と

解
さ

れ

た
の

は
、

法
然
の

法
語
と

し

て

流
布
し
て

い

た

『

三

部
経

大
意
』

の

「

大

経
釈
」

に

漢
朝
の

玄
通
律
師
と
い

う
破
戒
僧
が

こ

の

文

の

功
徳
に

よ
っ

て

堕

地
獄
の

罪
を
免
れ

た

話
が

記
さ
れ

て

い

る

こ

と
が

根
拠
と

な
っ

て

い

る
。

　

玄
通

律
師
の

伝
記
は

『

三

部
経

大
意
』

以

外
で

は
、

愚
観

住
信
の

『

私

聚
百
因

縁
集
』

（

一

二

五

七

年
成

立
）

に

も
、

破
戒

僧
玄

通
の

蘇
生

譚
と

し

て

収
録
さ
れ

て

お

り
、

類
話
が

室
町
時

代
の

説
話
集
の

『

三

国

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六
十
三

巻
第
二

号
　
平

成
二

十
七

年
三

月

伝
記
』

に

も
存
在
し

て

い

る
。

し

か

し

玄

通
の

事
跡
は
、

現

存
の

中
国

撰
述

の

往
生

伝
類
に

は

記

載
な

く
、

出
典

も
長

ら

く

不
明
で

あ
っ

た

が
、

現
在
で

は

塚
本
善
隆
氏
等
の

研
究
に

よ

り
遼
僧
非
濁
の

『

随
願

往

生
集
』

（
逸

書
）

に

よ
っ

て

鎌
倉
時

代
に

編
纂
さ

れ

た

戒
珠
仮
託
の

『

往

生
浄
土
伝
』

（

真
福
寺
本）

ま
た

は

『

漢
家
類

聚
往
生
伝
』

（

金
沢
文
庫
本、

中
巻
の

み

存）

収

載
の

「

玄
通

伝
」

と

の

関

係
が

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

（

1）る
。

本

論
で

は

「

玄
通
伝
」

を

記
す

各
種
文
献
を
比
較
し

、

法
然

門

下

で

の

流

伝
の

状
況
を
検
証
し

て
、

ま
た

法
然
門
流
に
つ

ら

な

る

親
鸞
と

そ
の

門
流
が

「

其
仏
本
願
力
」

の

文
に

破
地
獄
の

功
徳
が

あ
る
と

い

う

信
仰
に

ど
の

よ

う
な
理
解
を

示
し
て

い

た

の

か
も
検
討
し
て

み
た

い
。

一

　
「

玄
通

伝
」

と

「

破
地

獄

文
」

に
つ

い

て

　

中
世
の

浄
土

教
信
仰
の

中
で

、

法
然
門
流
で

は

「

往
覲
偈
」

の

「

其

仏

本
願
力
」

の

文
に

破
地
獄
の

功
徳
が

あ
る

と
い

う
信
仰
が

あ
っ

た
こ

と

が

知
ら

れ

て
い

る

が
、

そ

れ

は

法
然
の

法
語
で

あ
る

『

三

部
経

大

意
』

の

「

大
経
釈
」

に

記
さ

れ
て
い

る

「

玄
通
伝
」

に

よ
っ

た

も
の

で

三

九
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あ
る

。

中
世
浄
土

信
仰
と

破
地
獄

文
（

那

　
須
）

ま
た

「

其
仏

本
願

力

　
聞
名
欲
往
生

　
皆
悉
到

彼
国
　
自
致
不
退

転
」

と
い

ふ

文
あ

り
。

測
朝
に

玄

通
律
師
と
い

ふ

も
の

あ

り
き

。

小

戒
を
た

も
て

る

も

の

な
り

。

遠

行
て

野

寺
に

宿
し

た

り

け
る

に
。

隣
房
に

人

あ
り
て

こ

の

文
を

誦
す

。

玄
通
こ

れ
を

き
き
て
一

両

遍

誦
し

て

の

ち
を

も

ひ
い

だ

す
事
も
な
く

て

わ

す
れ

に

け
り

。

そ
の

の

ち
こ

の

玄

通
律
師
戒
を

や

ふ

れ

り
。

そ
の

つ

み

に
よ

て

閻
魔
の

庁
に

い

た
る

時
。

閻

魔
法
王

の

給
は

く。

な

ん

ぢ

仏
法
流
布

の

と
こ

ろ

に

む
ま
れ

た

り
き

。

所
学
の

法
あ
ら

ば

す
み

や
か

に

と

く
へ

し
と

て
。

高

座
に
の

ぼ

せ

給
ひ

き。

そ
の

時
玄
通
高
座
に

の

ぼ

り
て

お

も
ひ
め

く

ら

す
に

。

す
へ

て

心
に

お

ほ

ゆ

る

事
な
し
。

野
寺
に

宿
し
て

き

き

し

文
あ

り
。

こ

れ

を

誦
せ
ん

と

お

も
ひ

い

で
て

「

其
仏
本

願
力
」

と
い

ふ

文
を

誦

し

た

り
し

か

は

閻
魔
法
王

た

ま
の

か
ふ

り
を

か
た
ふ

け
て

「

こ

れ
は

こ

れ

西
方

極
楽
の

弥

陀
如
来
の

功
徳
を
と

く
文
な

り
」

力
不
思

議
な
る

下

『

法

然
全
』

］

一
こ

の

文

に

見
へ

た

り
。

　

　
ユ　

三
〇

頁）

　
と
い

ひ

て

礼

拝
し

給
ひ

き
。

願

（

『

昭

和
新
修
法

然
上

人
全
集
』

［
以

　

し

か

し

こ

の

玄
通
律
師
の

伝
は

現
存
の

中
国
撰
述
の

諸

往
生

伝
等
に

は

記

載
が

無
く

、

法
然
門
流

に

お
い

て

も
近
世
に

は
義
山
（
一

六

四

七

−
一

七
一

七）

の

『

和
語
燈
録
日

講
私
記
』

（

以

下
『

和
語
燈
日

講』
）

の

『

三

部
経
大

意
』

の

玄
通

伝
の

解

説
で

も

「

本

拠
未
検
」

と

あ

る

よ

う
に

、

そ
の

原

話
の

出

典
は

不
明
と

さ

れ

て

い

た
。

「

漢
朝
に

玄
通
律
師
等
」

と

は

　
。

記

主
は

「

相
師
の

『

三

経

略
釈
』

の

如
し
」

と

譲
釈
し
玉
ふ

。

爾
る

に

『

三

部
経
釈
』

の

中

に

見
へ

不
。

定
め

て

此
和
語
の

釈
を

指
し

て

『

略
釈
』

と

の

給
ふ

な

ら
ん
。

又
大
沢

円
通

寺
の

良
順
の

『

一

夏
百
条
論
』

下

［

四

十
二

丁
］

此

事
を

出
と

雖
も
出
処
を

四

〇

釈
さ

不
。

又
「

三

国

伝
記』

［
十
三

丁凵

に

は

此
の

因

縁
を
挙
け

て

漢
朝
の

望
西
比
丘
と

云
へ

り
。

処
処
の

義
大
概

同
し
て

少
異
あ

り
。

本
拠
を

得
未
る

故
に

何
れ
か

是
な

る

こ

と

を

知
ら

不
。

後
賢
之

を

検
せ

［

『

要
集
記
』

七

之

十
二

丁
『

同
指
麾
抄
』

廿
之

九

丁

『

三

国
伝
記』

井
に

『

百
条
論
』

見
合

す

べ

し
凵

。

但
し

元

祖
大

師
は

御
在
世
の

時
に

流
布
せ

し

唐
土
・

我
朝
の

書
籍

は

披
閲
し
玉
は

す
と

云
こ

と

無
き
か

故
に

定
め

て

玄
通
の

古
事
漢
土
の

書
に

在
り
と

見
へ

た

り
。

恠
し
む

可
か

ら

不
る

者
也

。

玄
通
の

伝

『

戒
珠
伝
』

に

出
す

。

但
し

流

布
の

三

巻
の

伝
は

和
人
の

偽
作
也

故
に

此
師
の

伝
を

載
せ

不
。

本
書
別
に
一

本
希
に

世
に

存
す

。

共
に

三

巻
也

。

『

戒
珠
伝』

二

本

有

る

事
『

翼
賛
』

十
五

［
七

丁
］

『

往
生

御
伝
』

廿
五

［

四

丁］
、

同
五
［

初

丁
］

。

当
世
ひ

ろ

く
書

を
披
見
し
た

る

も
の

は
た

れ

も
覚
へ

ず
と

。

又

震
旦
・

日

本

の

聖

教
を
と

り
あ
つ

め

て

此

間
ひ

ら

き

見

る
に

と

云
云

。

（
『

和
語
燈

日

講
』

一
、

『

浄
土

宗
全
書
』

［
以
下

『

浄

全
』

］

九
、

⊥

ハ

八

三

頁）

し
か

し
、

こ

こ

に

記
さ
れ
て

い

る
よ

う
に

、

良
忠
（

一
一

九
九

1
＝
一
九
三
）

の

『

往
生
要
集
義
記
』

に

は

『

三

部

経
大
意
』

の

玄
通
の

事
跡
を

引
い

て

「

其
仏
本
願
力
」

の

文
に

破
地
獄
の

功
徳
が

有
る

こ

と

を

記
し

て

い

る
。「

其
仏

本

願

力
」

と
者
唐
土
の

玄

通
律
師
閻

王
の

前
に

於
て

此
の

文
を

誦

す

る

時
仏
の

来
迎

を

感
ず

。

具
に
は

祖
師
の

『

三

経
略
釈
』

の

如
し

。

（

『

往
生

要
集
義
記
』

七
、

『

浄
全
』

　一

五
、

三
二

九

頁
）

ま
た

増
上

寺
の

開
基
聖
聡
（

＝

三
ハ

六

ー
一

四
四

〇
）

の

疏
』

に

は

玄
通
の

事
跡
を
次
の

よ

う
に

記
し

て

い

る
。

『

当
麻
曼
陀
羅

彼
の

玄
逓

律
師
の

如
く
一

偈
之
説
し

功
徳
に

依
て

、

忝
も
閻
王
の

頂

礼
を

得

て

閻
浮
に

活
生

す
。

一

偈

説
法
之

功
徳
此

の

如
し

。

況
や
一

部
の

功

徳
を

一 592 一
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乎

。

（

『

当
麻
曼
陀
羅
疏』

四
八

、

『

浄
全
』

二
二

、

六
九

六

頁
）

こ

の

よ

う
に

中
世
の

法
然
門
流
で

の

破
地
獄
偈
と

し
て

の

「

其
仏
本
願

力
」

の

文
へ

の

信
仰
の

流

布
が

知
ら

れ

る
。

　
『

和
語
燈
日

講
』

の

文
に

は

少
し

時
代
は

下

る

が

大
沢
円
通

寺
良
順

に

よ

る

永
正

十
一

年
（
一

五
一

四

年
）

の

夏

安
居
の

講

義
録
『

一

夏

百

　
　
　
　
（
3）

条
論
議
』

や
、

室

町
時
代
の

説
話
集
『

三

国
伝
記
』

に

も
類
話
が

あ
る

こ

と
が

記
さ
れ
て
い

る
。

た

だ
し

『

一

夏
百
条
論
議
』

の

記
述
は

非
常

に

短
く
ま
た

内
容
も

「

玄

通

律
師
が

称
名
に

よ
っ

て

死

霊
を

往
生

さ

せ

た
」

と
い

う
話
に

改
変
さ

れ

て

い

る
。

問
ふ

。

浄
土

の

法
に

於
て

硼

調
有

り
乎

。

…

答
ふ

。

『

大
経
』

に

云

く
「

其
仏

本
願
力
聞
名
欲
往
生

皆
悉
到

彼
国
自
致
不

退
転
」

と

云

云
。

此

文

の

意、

弥
陀
の

名
号
を
聞
き
往
生

を

得
と

覚
へ

候
。

去
て

名
号
を

唱
す

。

之

を
唱

時
、

霊

魂
之
を

聞
き
極
楽
に

往
生

す
。

地

獄
を
破
す
事
疑
い

無
き
者

也
。

問
ふ

。

地

獄
の

人、

罪
苦
に

於
て

暇
無
き

に

如
何
に

之

を
聞
か
ん

。

然

と

雖

も
其
の

証
有
れ

ば、

之

を

示
せ

。

爰
元
聴

聞
し

候

は

諸
用

致
す
可
く

候
。

答
ふ

。

彼
の

唐
玄
通
律
師
の

如
き
は

広

野
の

塚
間
に

於
て
一

宿
を

経
て

名
号
を

唱

る

時
、

霊

魂
之
を

聞
て

極

楽
に

往
生

す
と

律
師
に

告
る

。

（

『

一

夏

百
条
論
議
』

「

破
地
獄

事
」

下
九

五
、

『

浄
土
宗
全
書
続
』

一

〇
、

五一

二

頁
）

ま

た

『

三

国
伝
記
』

所
収
の

類

話
は

後
述

す
る

玄
通
の

地
獄
蘇
生

譚
と

内
容
は

ほ

ぼ
一

致
す
る

が

僧

名
は
望
西
比
丘
と

い

う
「

一

文
不
通
」

で

　
　

　
　
　
　

　
　
　

（
4）

あ
る

が

「

浄
土

の

三

部
経
」

の

う
ち
の

「

無
量

寿
経
」

を
持
し

た

僧

に

変
っ

て
い

る
。

漢
言

。

昔
望
西

と

云
僧
あ

り
。

形

は

比

丘

な

れ
と
も
心

は
一

文

不
通
の

人

中
世
浄
土

信
仰
と

破
地

獄
文
（
那
　
須）

也
。

浄
土
の

三

部
経
の

内

『

無
量

寿
経
』

を

人
の

読

け
る

を
聞
て

此

経
は

殊

勝
の

事
を

説

た

る

経

と

計

り
信
じ

て

持
し

奉
り
て
一

期
を

過
し

け
り

。

…

（
『
三

国
伝
記
』

巻
三

「

第
八

望

西

比
丘
の

事
」

、

『

大

日

本
仏
教
全

書
』

［
以

下
『

日

仏
全
』

］

一

四
八

、

二

五

三

−
二

五
四

頁）

こ

の

よ

う
に

「

玄
通
伝
」

の

流
伝
が
一

定
し
な
い

理

由

と

し

て

は

『

和

語
燈
日

講
』

で

指
摘
さ

れ

る

よ

う
に

現
行
の

『

戒
珠
伝
』

と
は

別
に

法

然
在
世
当
時
に

『

戒
珠
伝
』

と

し

て

流
通
し

て

い

た

玄

通
の

事
跡
を

記

し

た

往
生
伝
の

記
載
が

あ
っ

た

が
、

そ
れ

が

比

較

的

早
い

時
期
に

散
逸

し

て

し

ま
っ

た

せ
い

で

あ
る

と

考
え
ら

れ

る
。

「

玄
通

蘇
生

譚
」

の

原

話
と

中
世
に

お

け
る
「

玄

通
伝
」

の

流
伝
に
つ

い

て

　

で

は

『

和
語
燈
日

講
』

に

記
さ

れ

て

い

る

「

玄
通

伝
」

を
収

載
し
た

流
布
本
と

は

ど
の

よ

う
な

文

献
だ
っ

た
の

だ

ろ

う
か

。

こ

れ
つ

い

て

は

同
書
を

述
し

た

義
山
が

編

纂
し

た

『

円

光
大
師

行
状
画
図

翼

賛
』

（
以

下

『

翼
賛
』

）

に

『

戒
珠
伝
』

の

「

書
写
の

草
本
」

と

記
さ

れ

て

い

る

別

本
の

存

在
が
記
さ

れ

て

い

る
。

そ

の

部
分
の

記
述

か

ら

義

山
は

『

翼

賛
』

編
纂
の

際
に

「

尼
善
慧
の

伝
」

と

「

大
原

沙
弥
の

伝
」

な
ど

は

こ

の

「

書
写
の

草
本
」

を
参
照
し
て

い

た
よ

う
で

あ
る

こ

と

も

う
か

が

わ

れ

る
。

ー
。

一

つ

は

唐
飛
山
の

沙

門

戒
珠
叙
す
」

と

あ
て

自
序
あ

り
。

一

つ

は

「

浄
土

往
生
伝
宋
の

福

「

往
生
浄
土

伝
桑

一 593一

四
一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

中
世
浄
土

信
仰
と
破
地
獄

文
（
那

　
須
）

　
鬥

飄
」

と

あ
て

序
は

な
し

。

共
に

三

巻
也

。

其
の

書
体
文
書
列
衆
等
両

　
伝
大
に

異

な
り

初
め

の
　

は

摺
写
の

印
本
世
に

行
は

る
。

次
の
一

は

書
写
の

　
草
本
希
に

存
す

。

今
此
の

文
中
に

戒
珠
伝
と

標
出
せ

ら

る

る

者
の

凡
そ
四

処

　
其
の

中
釈
の

法
敬

、

大
原
沙
弥
は

草
書
の

本

に

あ
り

。

印
本
に
こ

れ

を

不

　
載

。

然
に

書
写
の

　
文

章
殆
ど

俗
に

文
字
亦
正
力

ら

す
。

恐

ら

く
は

脱

文
闕

　
語
あ
て

此
の

疑
を

成

し

む

る

　
。

…

（
『

翼
賛
』

　一

五
、

『

浄
全
』

　一

六
、

　
二

五
五

頁）

　
又
「

往
生

浄
土

伝
三

巻
沙
門

戒
珠
集
む
」

と

あ
て

書
写
の
一

本
希
に

得
る

者

　
の

あ
り

、

両
本

其
の

事
を

載
た

る

或
は

同

或
は

異
な

り
。

書
体
大
い

に

異
に

　
し

て

文

章
稍
鄙
俗
な

り。

疑
ふ

ら

く
は

転
伝
書
写
し
て

脱
文
闕
字
の

致
す
所

　
な

ら
ん

か

し
。

…

（
『

翼
賛
』

六

〇
、

「

浄
全
』

一

六
、

九

五

八

頁）

た
だ
し

義
山
が

参
照
し

た

「

書
写
の

草
本
」

は

「

脱
文
闕
語
」

の

あ
る

不
完
全
な

も
の

で

『

和
語
燈

日

講
』

に

「

本
拠
未
検
」

と

記
す
よ

う
に

「

玄

通

伝
」

の

確
固

た

る

原

話
が

記
さ

れ

て

い

る

と

は

考
え

て

い

な

か
っ

た
よ

う
だ

。

　

そ
の

後
「

玄
通
伝
」

の

出

典
は

長
ら

く
不
明
で

あ
っ

た

が

現
在
で

は

塚

本
善

隆
氏

等
の

研

究
に

よ
っ

て

戒
珠

仮
託

『

往
生

浄
土

伝
』

（

真
福

寺
本）

と

『

漢
家
類
聚
往
生

伝
』

（
金
沢
文
庫
本

、

中
巻
の

み

存
）

の

二

本

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

5
）

に

記
さ

れ

て
い

る
こ

と

が

明

ら

か

に

さ

れ
て

い

る
。

戒
珠
仮
託

『

往
生

浄
土

伝
』

と

『

漢
家
類

聚
往
生

伝
』

は
、

い

ず
れ

も
現
在
は

逸
書
で

あ

る

遼

僧
非
濁
の

『

随
願

往
生

集
』

（

二

〇

巻）

を
も
と

に
一

二

世
紀
後
半

ま
で

に

日

本
で

抄
出
編

纂
さ

れ

た

も
の

と

推
測
さ

れ
、

本
文
の

比
較
研

究

等
の

結
果
か

ら
両
者
は

そ

れ

ぞ
れ

独
自
に

『

随
願
往
生

集
』

を
参
照

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（
6）

し
て

編

纂
さ

れ
た

と

考
え

ら

れ

て

い

る
。

四
二

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（

7
）

戒
珠
仮
託
『

往
生

浄
土

伝
』

所
収
「

玄
通
伝
」

釈
の

玄
通
は

『

双
観
経
』

の
一

偈

を
誦
し

浄
土
に

往
生

す
、

第
三

。

釈

の

玄
通

は

揚
州

の

人
な
り

。

出
家
し
て

恵
日

寺
の

道
場
に

住
す

。

律
師

の

清
高

、

専
ら

十
誦

及
び

四

分

を
好
む

。

偏
に

鏗

を

と

り
て

全
有
る
こ

と

を

信
ぜ

不
。

時
に

遊

方
の

沙

門

在
り
隣
室

に

投
宿
す

。

】

偈
を

頌
し
て

曰

は

く

「

其
仏

本
願
力

　
聞
名
欲
往
生

　
皆
悉
到
彼
国

　
自
致
不
退

転
」

と
。

通
、

頌
を

聞
き
心
に

其
の

文

句
の

麗
し
き

を

憂
へ

再
三

口

遊
す
れ

ど

も
而

意
を
了
ら

不
。

通
、

後
時

に

戒

を

破
り
業
を

廃
て

大
小

倶
に

忘
る

。

瘡
病

に

遭
ひ

命
終
を

取
る

。

然
れ

ど

も

心

胸

猶
暖
し

。

三

日

に

し
て

方
に

蘇
り

身
を
大
地

に

投
じ

悔
過
し
て

自
ら

責
む

。

具
に

幽
途
の

事
を

説

き
て

云
は

く
。

我
れ

初

め

死
せ

し

之
時、

破
戒
の

故
を

以

ち
て

淡
魔
の

所
に

至
る

。

王
、

通
を

見
て

曰

く
「

沙
門
釈
子、

一

た

ひ

過
て

り
。

如
何

に

し
て

解
脱

中
に

入

り
而
も
生

死

に

還

る

や
。

浄
戒
の

良

薬
を

服
せ

と

も

而
吐

き

て

病

ひ

を
発

す
。

然
り
と

雖
も
汝
は

既
に

釈
子

也
。

我
れ

宜
し

く
之

敬
ふ

宜
し

と
」

。

即

ち
高
座
に

登
ら

令
め

復
た

日

く
。

師、

仏

教
を
憶

持
す
や

不

や

と
。

爾
の

時
思

惟
へ

ら
く

、

曾
て

仏

語

を

見
聞
す

れ
と

も
都
て

覚
え

不
。

唯
し
沙
門
の
一

偈
の

み

有
り

。

心

想
に

憶
念
す

。

声
を

挙
け
頌
ふ

之
。

王
、

歓
喜
し
て

曰

く

「

止
止

、

復
た

頌
ふ

こ

と

を

須
ひ

不
れ

。

此

の

偈
の

讃
歎

は

至
聖
の

功

徳

に

し

て

庁
中
に

聞
く

者
、

皆
巨
益
を

得
む
と

。

師
、

空

中

を
仰
き

見
よ

。

即
金
蓮
の

座
有

る

を

見
む
」

と
。

通、

王

に

白
し

て

言
さ

く
「

我
れ

余
寿
有
り
や

不
や
」

と
。

王
、

文
札
を
検
へ

「

猶
し

余
命
あ
り

」

と
。

通、

曰

は

く
「

我
れ
一

頌
に

依
り
蓮

花
の

迎
へ

を

得
た

り
。

須
く
人

間

に

還

り
、

至
聖
の

言
を

修
行

し

法
宝
の

恩
に

報
ゆ

須

し
。

方
に

浄
土
に

往
生
せ

む
」

と
。

応

時
に

座

滅

え
、

王
、

帰

路
を

示
す
か

故
に

再
ひ

還
り

生
る

る
こ

と

を

得
た

り
。

即
ち

経
蔵

を

尋

ね

『

双
観

経
』

中
に

於
、

此
の

一

偈
を

得
、

至

心
に

誦
持
し

戒

品
の

闕
を

補
ひ
三

年
之

後
に

卒
ぬ

。

臨
終

之

中
、

尼
妙
空

、

遠
く
に

在
り
て

音
楽
を

聞
き
て

即
浄
土
の

迎
へ

を
得
た
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り
矣
と

。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

8）

　
『

漢
家
類

聚
往
生

伝
』

（

金

沢
文

庫
本
）

所
収
「

玄
通
伝
」

　

釈
の

玄
通
は

『

双
観
経
』

の
一

偈
を
誦

し
て

往
生

浄
土
す

。

　

揚
州
の

人

也
。

恵
日
の

道
場
に

住
す

。

戒
珠
に

光
り
明

し
て

其
の

他
の

経

　

論
を

持
こ

と

無
し

。

遊

行
の

次
て

に

人
の

家
に

宿
る

に

其
の

家
主
の

僧
一

　

偈
を
唱
て

云

く
「

其

仏
本
願
力

　
聞
名
欲

往
生

　
皆
悉

到
彼
国

　
自
致
不

　

退
転
」

。

是

れ

即
ち
『

双

観
経
』

の
一

偈
也

。

玄
通
此

を

聞
て

其
の

文
に

妙

　

て

て
二

度
ひ
三

度
ひ

唱
ふ

。

而

し

て

後
に

玄
通
戒
を
退

破
し

て

行
業
を

修

　

行
し

て

世

を

去
り
ぬ

。

三

日

を

経
て

生

活
し
て

五

体
を

地

に

投
て

罪
を

懺

　

悔
し

て
、

途
の

事
を

語
て

云
く

。

我
始
め

て

死

し

時
、

戒

を
破
か

故
に

焔

　

魔
の

所
に

至

て

罪
を

数

か

ん

か

へ

ら

る

て

に

焔

王

の

云

く
「

沙
門

釈

子
、

　

適
す
に

解
脱
の

中
入
て

還
て

其
の

薬
り
を
吐
て

何
か

故
更
に

生
死

に

還

る

　

や
。

而
形
已

に

僧
也

。

我

汝
を
敬

う
可

し
」

と

云

て

即

ち

高
座
に

昇
せ

て

　

又
云

く
「

汝
仏
教
を

持

り
乎
や

不
乎
や
」

。

そ
の

時
、

昔

学
し

仏
教
を

念
ひ

　

廻
す
に

覚
ゆ

る

所
无

。

但
宿
し

家
主

の

僧
の

唱
し

「

其

仏
本
願
力
」

の

文

　

を

纔
念
ひ

出

て

即

音
を

上

て

唱
る

に、

炎
魔
王

の

喜
て

云
は

く
「

重

て

唱

　

ふ

可
ら

不
。

由
は

仏
の

功

徳
を
聞
は

庁
内
の

罪

の

人

皆
罪
を

免
る

る

か

故

　

也
」

と
。

又
空

を
仰
て

見
れ

は

金

蓮
座
来
れ

り
。

此

（
こ

こ
）

に

我
炎
魔

　

王

に

申
く
「

命
尽
り
や
」

。

王

云

く

「

尽
未
す
」

。

又
申

く
「

我
一

偈
の

功

　

徳
に

依
て

蓮
花
の

迎
を

得
り

。

人

間
に

還

て

重

て

仏
教

を
修
行
し
て

浄
土

　

に

往
生

す
可

し
」

と
。

此
の

時

に

蓮
花
消
て

失

ぬ
。

而
も
法
王

道
を

示
し

　

給
ふ

故
へ

に

今
還
る

事
を

得
り

。

『

双
観
経
』

を

持
ち
此

の
一

偈
を

唱
へ

破

　

戒
の

罪
を

懺
悔
し

て

年
し
三

年
を

経
て

遂
に

去
り
ぬ

。

此
の

時
に

尼
妙
空
、

　

楽
の

音
空
に

聞
ゆ
る

由
を
語
る

故
に

往
生
疑
無
き
由
を

知
り
ぬ

と

云
へ

り
。

　
こ

の

二

つ

の

文
献
に

記
さ
れ

る

「

玄
通
伝
」

を
比
較
す
る

と
、

文

言

や

表
現
の

違
い

は

あ
る

も
の

の
、

内
容
は

ほ

ぼ

同
一

で
、

破
戒
僧
と

し

中
世

浄
土

信
仰
と

破
地
獄
文

（

那

　
須）

て

亡

く
な
っ

た

玄
通
が

死
後
三

日

後
に

蘇
生

し

閻
魔
王

の

前
で

「

其
仏

本
願

力
」

の

文
を

唱
え

た

功
徳
に

よ

り
炎
魔

王

か

ら

礼
拝
を

受
け

、

そ

の

場
で

仏
の

来
迎

を

受
け
た

が
こ

の

文
の

功
徳
の

こ

と

を
他
の

人

に

教

え
る

た

め

に

蓮
台
に

乗
ら

ず
、

炎
魔
王

に

よ
っ

て

娑
婆
に

戻
さ
れ

た

と

い

う
こ

と
を
語
る

「

地

獄
蘇
生

譚
」

に

な
っ

て

い

る
。

　

た

だ
し

両
話
の

間
で
一

つ

異
な
る

点
は

「

其
仏
本
願

力
」

の

文
を
聞

く

事
に

な
っ

た

き
っ

か

け
の

部
分
で

あ
る

。

戒

珠
仮

託

『

往
生

浄
土

伝
』

で

は

玄
通
が

持
戒
僧
と

し

て

慧
日

寺
に

住
し
て

い

た
時
に

「

遊
方

の

沙
門
在
り
隣
室
に

投

宿
す
」

と

あ
り

、

こ

の

沙
門
が
「

其
仏
本
願
力
」

の

文
を
唱
え
た
の

を
聞
い

た

と

さ
れ

る
。

こ

れ

に

対
し

て

『

漢
家
類
聚

往
生

伝
』

で

は

慧
日

寺
の

僧
で

あ
っ

た

玄

通
が

「

遊
行
の

次
い

で

に

人

の

家
に

宿
る

に

其
の

家
の

主

の

僧
一

偈
を

唱

え

て
」

と

あ
り
遊
行
中
に

宿
を

借
り
た

家
の

主

の

僧
が

「

其
仏

本
願

力
」

の

文
を

唱
え

た

の

を

聞

い

た

と
な
っ

て

い

る
。

　

こ

の

二

本
を
比

較
す
る

と

戒
珠
仮
託

『

往
生
浄
土
伝
』

の

ほ

う
が

記

述
が

少
し

詳
し

い

が
、

そ

れ
だ

け
で

は

ど
ち
ら
が
遼
僧

非
濁
の

『

随
願

往
生

集
』

に

記
さ

れ

て
い

た

「

玄
通
伝
」

に

近
い

か

は

判
定
し

が

た
い

。

し
か

し

上

記
の

点
に
つ

い

て

『

三

部
経
大
意
』

の

文
を
比

較
す
る

と
、

そ
こ

に
は

「

遠

行
て

野

寺
に

宿
し

た

り
け
る

に
」

と

あ

る

事
か
ら

、

ど

ち
ら

か
と
い

う
と

『

漢

家
類
聚
往
生

伝
』

に

近
い

も
の

を

参
照
し

た
よ

う
で

あ
る

。

　

な

お

「

玄
通
伝
」

は

法
然
門
流
に

属
す
る

愚

観
住
信
の

『

私
聚
百

因

四

三
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中

世
浄
土

信
仰
と

破
地
獄
文
（

那

　
須）

縁
集
』

に

も

記
さ

れ

て

い

る

（

『

日

仏
全
』

一

四

八
、

九

五

頁
）

。

こ

ち
ら

は

少
し
略
さ

れ

て
い

る

部
分
が

あ
る

も
の

の
、

ほ

ぼ

『

漢
家
類
聚
往
生

伝
』

と

同
文
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

、

法
然
門
流
に

お

け
る
「

玄
通
伝
」

の

流

伝
を

考
え
る

と

き
に

は
、

戒
珠
仮
託

『

往
生

浄
土

伝
』

よ

り
も

、

『

漢
家
類
聚

往
生

伝
』

に

近
い

も
の

で

あ
っ

た

の

で

は

な
い

か

と

推
測

さ

れ
る

。

親
鸞
と

そ
の

門

流
に

お

け
る

つ

い

て

「

玄

通

伝
」

の

受
容
に

　

で

は

親
鸞
と

そ

の

門
流
に

お
い

て

は
、

「

玄
通
伝
」

と

「

破
地
獄
文
」

は

ど

の

よ

う
に

受
容
さ

れ

て

い

た

の

だ

ろ

う
か

。

こ

の

点
に
つ

い

て

は
、

高
田

専

修
寺

所
蔵
で

正

嘉
二

年

2
二

五

八

年
）

の

奥

書
を
持

ち

真
仏

の

書
写
と

さ
れ
る

「

三

部
経
大
意
』

の

古
写
本
が

あ
る

こ

と

か

ら

も
「

玄
通

伝
」

が

知
ら
れ

て

い

た

事
が

分
か

る

が
、

「

其
仏

本

願
力
」

の

文
に

破
地

獄
の

功
徳
が

あ

る

と
い

う
信
仰
が

、

親
鸞
門
流
で

ど

の

よ

う
に

受
容
さ

れ

て

い

て
い

た
の

か

に
つ

い

て

は

不
明
で

あ
る

。

　

親

鸞
は

「

其
仏
本
願
力
」

の

文
が

持
つ

重
要
性
に
つ

い

て

門
弟
に

指

導
し

て
い

た

事
が

知
ら
れ

て

お

り
、

例
え

ば

『

尊
号
真
像
銘
文
』

に

は

「

其
仏
本
願

力
」

の

文
に
つ

い

て

次
の

よ

う
な

解
説
を
し

て

い

る
。

ま
た

言
わ

く
、

「

其
仏
本
願
力

　
聞
名
欲
往
生

　
皆
悉
到
彼
国

　
自
致
不
退

輔
］

と
。

「

其
仏
本

願
力
」

と
い

う
は

、

弥
陀
の

本

願
力
と

も
う
す
な
り

。

「

聞

名
欲
往
生
」

と
い

う
は

、

聞
と
い

う
は

、

如
来
の

ち
か

い

の

御
な
を

信
ず
と

四

四

も
う
す
な

り
。

…

如

来
の
「

願
の

み

な
を

信
ず
る

人
は

、

自
然
に

不
退
の

く

ら
い

に
い

た

ら
し

む
る

を
む

ね
と

す
べ

し

と
お

も

え
と

な

り
。

不
退

と
い

う

は
、

仏
に

か

な
ら

ず
な
る

べ

き
み
と

さ
だ

ま
る

く
ら
い

な

り
。

こ

れ

す
な
わ

ち
正

定
聚
の

く
ら
い

に
い

た

る

を

む

ね
と

す
べ

し

と
、

と
き

た

ま
え

る

御
の

り
な

り
。

（

『

尊
号

真
像
銘
文
』

、

『

浄
真
全
』

　
一
、

六

〇
六

−
六
〇

七

頁）

し

か

し
、

こ

こ

で

は

本
願
他
力
の

は

た

ら

き

を

強

調

す
る

の

み
で

、

破

地
獄
の

功
徳
に

つ

い

て

は

全

く
触
れ
て

い

な
い

。

恐

ら
く

親
鸞
は

『

三

部
経
大
意
』

の

文
を

理

解
す
る

時
に

、

亡
者

が

地

獄

行
き
を
免
れ
た

と

い

う
点
で

は

な
く

、

あ
く
ま

で

閻
魔
法
王

が
こ

の

「

其
仏
本
願
力
」

の

文
を
「

西
方
極
楽
の

弥
陀
如
来
の

功

徳
を

と

く
文
な

り
」

と

認
め

敬
っ

た

と
い

う
阿
弥
陀
仏
の

「

願

力
不
思

議
」

の

功

徳
と

し

て

の

「

聞
名
・

信
心
」

の

徳
を
示
す
文
と

考
え
て

い

た
の

で

あ

ろ

う
。

　

前
記
の

戒
珠
仮
託
『

往
生

浄
土

伝
』

と

『

漢
家
類
聚
往
生

伝
』

の

二

種
の

往
生
伝
中
の

「

玄

通
伝
」

で

は

閻
魔
王

は

破
戒
僧
玄
通

を
「

沙

門

釈
子
」

と
い

う
理
由
だ

け
で

敬
っ

て

高
座

に

昇
ら

せ
た

と

あ
り

、

ま
た

玄

通

は

蘇
生

し

て

破
戒
の

罪
を
懺
悔
し

（

戒
品
の

闕
を

補
い
）

浄
土

往
生

し

た

事
と

あ
る

。

こ

れ

に

対
し

て

『

三

部
経
大
意
』

で

は

「

閻
魔
法
王

た

ま

の

か

ふ

り
を

か

た
ふ

け
て
」

玄
通
を

敬
っ

た

理

由
は

、

彼
が

「

西

方
極
楽
の

弥
陀
如
来
の

功
徳
を
と

く

文
」

で

あ
る

「

其
仏

本
願

力
」

の

文
を

誦
し

た
こ

と
で

あ

る
と

「

願

力

不
思

議
な

る

事
」

を

強
調
す
る

話

で

あ
り、

ま
た

蘇
生
の

後
に

破
戒
の

罪
を

懺
悔
し

て

往
生
し

た

と
い

う

部
分
は

省
か

れ

て

い

る
。

お

そ

ら

く

親

鸞
は

、

法
然

が

『

三

部
経

大
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意
』

に

「

玄
通

伝
」

を

引
い

た

の

は
、

「

其
仏
本
願

力
」

の

文

に

「

破

地

獄
の

功
徳
」

が

あ
る
こ

と

を

示
す
た

め

で

は

な

く
、

願
力
不
思
議
に

よ

る

破
戒
僧
救
済
の

例

を
示
す
た

め

で

あ
る

と

考
え
た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　
こ

の

点
に
つ

い

て

は

『

浄
土

和
讃
』

中
の

「

現
世
利
益

和
讃
」

の
一

首
が

大

変
興
味
深
い

。

南
無
阿

弥
陀

仏
を
と

な
ふ

れ

ば

ー
　
五

道
の

冥

官
み

な
と

も
に

　
よ
る

ひ
る

つ

ね
に

ま
も
る

な

り
（
『

浄
真
全
』

二
、

三
九
一

頁）

こ

の

和
讃
の

「

炎

魔
法
王

尊
敬
す
」

と

い

う
一

句
は

『

三

部
経
大
意
』

の

「

玄

通
伝
」

を
踏
ま

え
た
も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

し
か

し

親
鸞
は

閻

魔
王

も
五

道
の

冥
官
も

皆
、

念
仏
を
称
え
る

者
を

「

よ

る

ひ

る

つ

ね
に

ま

も
る

な

り
」

と
死

後
の

利
益
で

は

な

く
て

現
世
の

利
益
と

捉
え

て

い

る
の

で

あ
る

。

ま
た
こ

の

点
を

踏
ま
え
て

『

尊
号
真
像
銘
文
』

に

お

け

る

親
鸞
の

「

其
仏
本
願
力
」

の

文
へ

の

説
示
を
検
討
す
る

と
、

そ

こ

に

示
さ

れ

る

「

如
来
の

本
願
の

み

な
を
信
ず
る

人
は

自
然
に

不
退

の

く
ら

い

に
い

た

ら

し

む
る

を
む

ね

と

す
べ

し
」

や
、

「

正

定
聚

の

く
ら
い

に

い

た

る

を

む

ね

と

す
べ

し
と

、

と

き
た

ま
え
る

御
の

り
な

り
」

と
い

う

説
示
に

は
、

当
時

、

法
然
門
流
で

流
布
し
て

い

た

「

其
仏

本
願

力
」

の

文
の

持
つ

破
地

獄
の

功
徳
へ

の

信
仰
に

門
弟
た

ち
が

拘
泥

し

「

願

力
不

思
議
」

に

よ

る

救
済
と
い

う
こ

の

文
の

本
来
の

意
味
を

見
失
わ

な
い

よ

中
世
浄
土

信
仰
と

破
地

獄
文
（
那
　
須
）

う
に
と

い

う
意
図
が
含
ま
れ
て

い

る

と

考
え

て

も
い

い

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

ま
と

め

　

以

上
、

法
然
門
下
に

流
布
し
て

い

た
「

玄
通
伝
」

の

流
伝
を

検
証
し

、

ま
た

法
然

門
流

に

つ

ら
な

る

親

鸞
の

門

流

に

お

い

て

も
こ

の

「

玄

通

伝
」

の

受
容
が
あ
っ

た

事
も
で

き
た

。

し

か

し

親

鸞
に

お
い

て

は

「

玄

通
伝
」

に

引
か

れ

る

「

往
覲
偈
」

の

「

其
仏

本
願

力
」

文
は

「

破
地

獄

文
」

と

し
て

受
容
さ

れ

て

い

な
か
っ

た
よ

う
だ

。

た

だ
し

親
鸞
は

師

法

然
が

説
い

た

と

さ

れ

る

文
に

含
ま

れ

る

説
相
そ
の

も
の

に
つ

い

て

は

否

定
す
る

事
は

し

な

か
っ

た

せ
い

か

結
果
と

し
て

親
鸞
の

門
流
の

中
で

も

「

其
仏
本
願
力
」

の

文
に

破
地

獄
の

功
徳
が

あ

る

と

い

う
伝
承
が

積
極

的
に

否
定
さ

れ

る

事
も
な

か
っ

た
よ

う
で

あ
る

。

　

破
地

獄
の

功
徳
に
つ

い

て

は

真
宗
の

伝
統
的
な

教
義
解
釈
で

は

ほ

と

ん

ど

取
り
上

げ
ら
れ

な
い

が
、

近
世
で

は

例
え

ば

仏

光
寺
派
の

学
頭
と

し

て

名
高
い

大
行
寺
信
暁
（
一

七

七
四

−
一

八
五

八
）

の

著
作
で

、

近
世

の

真
宗
の

儀
礼
や

習
俗
等
を

集
大
成
し
た

文
献
で

あ
る

『

山
海
里
』

に

は
「

破
地
獄
文
の

事
」

〔
初

編
上
一

三
）

と

し

て

『

三

部
経
大
意
』

の

「

玄

通
伝
」

に

引
か

れ

る

「

其
仏

本
願
力
」

の

文
が

紹
介
さ

れ
て

い

る
。

こ

の

書
は

明
治
以

降
も
広
く

真
宗
僧
侶
の

間
で

指
南

書
と

し

て

参
照
さ

れ

た

よ

う
で

あ
り

、

例
え
ば
一

九

三

七

年
に

出
版
さ

れ

現
在
も

本
願
寺
派

で

は

よ

く

利
用
さ
れ

る

岡
村
周
薩
編

『

真
宗
大

辞
典
』

に

は

「

破
地

獄

四
五
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中
世

浄
土

信
仰
と

破
地

獄
文
（
那
　
須）

文
の

事
」

（

三
、

］

七

九

六

−
一

七

九
七

頁
）

の

項
を
立

て
、

『

山

海
里
』

と

同

様
の

内
容
で

「

其
仏
本
願
力
」

を
「

玄
通
伝
」

に

よ
っ

て

「

か

か

る

伝
説
に

よ

り
て

彼
の

偈

文
を

称
し

て

　
地

猿
の

文
と
い

ふ
」

と

あ

る
。

こ

の

よ

う
に

親
鸞
門
流
に

お
い

て

は

近
代
以
降
に

お
い

て

も

親
鸞

の

案
じ
た

よ

う
に

「

其
仏

本
願
力
」

の

文
を
「

破
地
獄
文
」

で

あ
る

と

い

う
通
俗
的
理
解
の

ま

ま
受

容
・

流

布
し
て

い

た

と
い

う
状
況
が

あ
っ

た

こ

と

も
記
し

て

お

き

た
い

。

1
　
塚
本

善
隆
「

日

本

に

遺
存
せ

る
遼

文
学
と
そ
の

影
響
」

『

塚

本
善
隆
著

　

作
集』

六

（

大
東
出

版
社

、

一

九
七

四

年）
、

大
谷
旭
雄
「

戒
珠
集
『

往

　

生

浄
土

伝
』

と

法
然
」

『

法
然
浄
土
教
と
そ
の

周
縁』

坤
（

山

喜
房
仏
書

林
、

　
二

〇

〇
七

年
）

五

四

五

−
五

七

五

頁
、

山
崎
誠

「

往
生

浄
土

伝
」

解
題

　
『

真
福
寺
善
本
叢
刊
』

第
二

期
6

（

臨
川
書
店、

二

〇

〇

四
年）

、

お
よ
び

　

高
橋
伸
幸
「

『

私
聚
百
因

縁
集
』

所

収
説
話
の

出
典
と

同
話
（
一

覧
表）
」

　
『

国
文

学

解
釈
と

鑑
賞
』

五
八

　
一

二

（

一

九
九
三

年）
、

四
九

−
五
八

　

頁
を

参
照

。

2
　
本
論
の

引
用
文
は

文
献
に

よ

っ

て

文
体
が
異
な
る

の

で
、

比
較
を

容
易

　

に

す
る
た

め

原

文
に

近
い

形

で

漢
字

仮
名
ま
じ

り
に

書
き
下

し

傍
線
を

　

追
加
し
た

。

3
　
『

浄
土

宗
全
書
続
」

　一

〇
、

「

解
説
」

二
一

頁、

『

浄
土

宗
大
辞
典
』

⊃

　

夏
百
条
論
議
」

等
を

参
照

。

4
　
浄
土

の

三

部
経
と

あ
る

と
こ

ろ

か
ら
、

こ

の

話
は

法
然

門

流
の

影

響
下

　

で

作
文
さ

れ
た

こ

と

が
わ

か
る

。

5
　
塚
本

善
隆
「

日

本
に

遺
存
せ

る

遼
文
学
と

そ

の

影
響
」

『

塚
本
善
隆

著

　

作
集
』

六
（
大
東
出

版
社

、

］

九
七

四

年）
一

八
三

−
一

八

四

頁
を

参
照

。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

四

六

6
　
山

崎
誠

「

往
生

浄
土

伝
」

解
題
『

真

福
寺

善
本
叢

刊
』

第
二

期
6

、

　

六
一
一

−
六
二
一

頁、

お
よ

び

大
谷
旭
雄
「

戒
珠

集
『

往
生

浄
土

伝
』

と

　

法
然
」

『

法
然
浄
土

教
と

そ
の

周
縁
』

坤
、

五

四
五

ー
五

七

五

頁
を

参
照

。

7
　
本
文
は

『

真
福
寺
善

本
叢
刊
』

第
二

期
6

、

一

＝
ニ

ー
一
一

六

頁
、

読

　

み

下
し
は

四
八

六

　
四
八

七

頁
を

参
照

。

8
　
読
み

下

し
は

『

塚
本
善
隆
著
作
集
』

六
、

三
二

九

頁
所
収
の

原
文
の

翻

　

刻
を

参

照
。

9
　
親
鸞
は

『

教
行
証
文

類
』

「

行
文
類
」

の

引
用

で

は
、

こ

の

文

を

「

そ

　

の

仏
の

本
願
力

、

名
を

聞
き
て

往
生

せ

ん

と

欲
へ

ば
、

み
な

こ

と

ご

と

　

く
か
の

国
に

到
り
て
、

お
の

つ

か

ら

不
退
転
に

到
る
」

（
『

浄
真
全
』

二
、

　
一

六

頁
、

『

註
釈
版
』

一

四
二

頁）

と

読
ん

で
い

る
。

〈
キ
ー

ワ

ー
ド
〉

玄

通

律
師、

破

地

獄

文、

地

獄

蘇
生

譚、

『

三

部

経
大

意
』

、

戒
珠
仮
託

、

『

往
生

浄
土

伝
』

、
『

漢
家
類
聚
往
生

伝
』

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　（
龍
谷

大
学
教
授
・

写
O）
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